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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

果樹研究所内８ほ場および現地９ほ場について、樹園地内土壌表面１cmと樹園内外１ｍの空間線量の経時的推移を

検証した。

(1) 地表から１cm高の放射線量は調査開始４月11日から５月25日までの44日間で約30％減衰した。これはヨウ素131

の低下(3月15日の512分の1）によるものである。ヨウ素131が消失した５月25日以降の200日間では約20％減衰し

た。

(2) 樹園地の放射線量は土壌表面＞園内(地上１ｍ)＞園外(地上１ｍ)の順に高かった（図２，３）。

(3) 樹園地内の地上部１ｍの放射線空間線量は地表面１cm高の放射線量と高い相関が認められた。樹園地内１ｍの

空間線量は地表面の約85％まで減衰した。

２ 期待される効果

(1) 果樹園における被曝低減のための参考資料となる。

３ 活用上の留意点



Ⅱ 具体的データ等

Ⅲ その他

１ 執筆者

佐藤 守

２ 実施期間

平成２３年度

３ 主な参考文献・資料

（１）平成23年度農業総合センター試験成績概要
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図 1 土壌表面（1cm）の空間線量の

経時的推移
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図 2 地表面および樹園地内外

空間線量の推移（あかつき）
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図３ 地表面および樹園地内外

空間線量の推移（柱沢）
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図 4 土壌表面放射線量と樹園地内

空間線量間の相関関係


